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いちご「山口ST9号(きららペリー)Jの
化学肥料低減栽培に適した施肥法

1 .はじめに

近年，消費者の食料に対する新鮮・安全・安心

などのニーズが高まっており これらに対応した

農産物の安定生産が課題となっている。生産現場

からは，環境にやさしい農産物を安定生産するた

めの化学肥料および化学農薬の使用を低減する栽

培技術の確立が求められている。

本県が育成したイチゴ品種「山口ST9号(きら

らベリー):写真 1Jは 優れた果実品質に加え

て，主要病害であるうどんこ病に強い特性を有し
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ている。当センターはこれまでに，イチゴ栽培の

主要害虫であるハダニ類とアブラムシ類に対す

る生物資材の利用技術を開発している(東浦ら，

2008) 0 I山口ST9号(きららベリー)J栽培に生

物資材の利用技術を導入することで，化学農薬の

大幅な使用回数低減が可能となることから，農林

水産省の定める特別栽培農産物表示への対応が期

待され，化学肥料についても低減技術の確立が求

められている。

本稿では， I山口ST9号(きららペリー)J栽培

において，慣行栽培と同等の生産性を

維持した上で，化学肥料の使用を低減

する施肥法の確立に取り組み， 一定の

成果を得たので報告する。

なお，化学肥料の低減目標は，農林

水産省の特別栽培農産物に係る表示ガ

イドラインに基づき 山口県が定めた

慣行レベルの50%以下※lとした。 ま

た，山口型高設栽培システム 「らく

ラック」 ※2での栽培を前提とした。

※ 1 化学肥料由来の窒素成分量:

10.9kg/l0a以下写真1.山口ST9号(きららヘリー)の果実と草姿
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※2 山口県農林総合技術センターと(株)サンポリ

(山口県防府市:廃プラスチック再生加工業)

が1999年に共同開発した高設栽培システム

「らくラック」

2.施肥法の検討

山口型高設栽培システム「らくラック」の慣行栽

培における施肥は全量基肥であり，施用窒素成分

表， .化学液肥に関する施肥設計

試験区

濃度一定区

山口
いちご
配合

20 

量一定区 20 

対照区(慣行栽培) 10 

基肥 (g/株)

エコロンゲ
ザ / BM 
331 

重焼燐
140タイプ

20 

4 

4 

10 

けい酸

加里

4 

4 

対照区は「らくラック」慣行栽培の施肥とし

た。試験区は，基肥を山口いちご配合のみとし

て，化学液肥 (OKF-1)の追肥を 2つの方法で

行った(表 1)。一方は潅水毎に一定濃度で、混入

し(濃度一定区) もう一方は 1日当たりの施肥

量が同じになるように潅水量に応じて濃度を変更

して混入した(量一定区)。

追肥 合計成分量 (g/株)
(Nppm) 

N 

OKF-1 全量 化肥由学料来1) P205 K20 

45 2.2 1.43) 3.1 2.8 

20""'"'902) 2.2 1.4 3.1 2.8 

3.2 2.8 4.7 2.6 

1 )各試験区の10a当たり施肥量は9.0kg，対照区は17.9kgである。
2)追肥は11月11日から開始し，潅水量に応じて濃度を変更して 1日当たり施肥量を一定にした。
3)化学肥料低減目標は，慣行栽培におけ化学肥料由来の窒素成分量の50%以下である。
1.4g/株の内訳は，山口いちご配合 (O.4g) とOKF-1(1.0g)である。

の8割以上は緩効性化学肥料(エコロング331: 

140タイプ)に由来している。そこで本稿では，

慣行栽培で用いる有機質基肥(山口有機入りいち

ご配合:以下，いちご配合)に，化学肥料低減目標

を限度として①化学液肥を追肥する方法と，②基

肥に初期溶出抑制型の緩効性化学肥料を加えて有

機質固形肥料を追肥する方法を検討した。有機質

液肥の追肥は， Iらくラック」の点滴潅水チューブ

が目詰まりするため 施肥法として用いなかった。

2つの施肥法における「山口ST9号(きららペ

リー)Jの収量性と施用窒素の動態を明らかにする

とともに，経営評価を行うことで，導入に最適な

施肥法を検討した。

( ， )栽培試験

ア 化学液肥の追肥法が収量に及ぼす影響

(ア)材料および方法

センター内ハウス (180m2) に設置した山口型

高設栽培システム「らくラックJを用いた。本シ

ステム専用培地は ココピート パーク堆肥およ

びロックウール粒状綿を同比率で混合したもので

ある。冬期における栽培ハウス内の気温が8
0

Cを

下回らないように 温風暖房機で加温した。

9月下旬定植から 5月末までの栽培期間におい

て，化学液肥の混入は11月11日より 4月5日ま

で毎日実施した。

各区における収量および廃液の硝酸態窒素濃度

を測定した。

(イ)結果

廃液の量と硝酸態窒素濃度から算定した 1日当

たりの硝酸態窒素排出量は 10月""11月には試

験区よりも対照区が著しく高いが， 12月以降は，

同程度で低く推移し 4月以降はほとんど排出さ

れなかった(図 1)。月毎に潅水量が異なるため，
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イ 有機質固形肥料の追肥法が収量に及ぼす影響

(ア)材料および、方法

栽培施設および管理方法はアの項と同様とした。

対照区は「らくラック」慣行栽培の施肥とした。

試験区は，基肥にいちご配合に加えてスーパ-

NKエコロング180タイプを施用し，有機固形肥
料(くみあい宇部ユーキ100)を追肥して，窒素成

分の全施用量を対照区と同程度とした(表 2)。

追肥の回数を変えて試験区とし(1回区， 3回区

および6回区)，各区における収量および廃液の

硝酸態窒素濃度を測定した。

(イ)結果

廃液の硝酸態窒素濃度から算定した硝酸態窒

素排出量は，対照区では10月から11月にかけて

ピークとなったが 試験区では10月は少なく 11

月がピークとなった。試験区における硝酸態窒素

の排出量は，追肥の分施回数が多いほと、少なかっ

た(図4)。

濃度一定区と量一定区の追肥窒素量は 1月と 3月

で大きく異なるが(図 2)，両区からの窒素排出

量は同程度で推移した。

5月末までの総収量は慣行区>量一定区>濃度

一定区となり，濃度一定区は慣行区に対して約1

割減収となった(図 3)。
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図2.試験区における月別の窒素追肥量(2009年)
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図4.硝酸態窒素排出量の推移 (2009年)
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有機質固形肥料に関する施肥設計表2.

K20 

合計成分量 (g/株)

N 

P205 化学1)

肥料
由来

追肥

くみあい
宇部ユーキ
100 

けい酸
加里

施肥量 (g/株)

基肥

スーパ-
NK 
エコロング
180タイプ

グ

プ
ン
1
ィ

口

3
タ

コ
:nM

エ

レ

山口
いちご
配合

試験区

全量
BM 
重焼燐

2.6 

2.6 

2.6 

2.6 

3.2 

3.2 

3.2 

4.7 

1.4 

1.4 

1.4 

2.8 

3.3 

3.3 

3.3 

3.2 

21 X 1回2)

7X3回3)

3.5X6回4)

6

6

6

 

5

5

5

印

6

6

6

 

10 

10 

10 

10 

1回区

3回区

6回区

対照区 20 

1/13， 4/12 
12/11， 1/13， 2/12， 3/12， 4/12 

1 )各試験区の10a当たり施肥量は9.0kg 対照区は17.9kgである。
2)追肥日:11/11 
3)追肥日:11/11， 
4)追肥日:11/11， 



(4 ) 農 業と科学 平成25年4月1日

-則・・"， 11"..司 11111 ・ I ・ 11."111 ，， 1 ・，"同，...，，， .11 11司司 1111 ， 11111...'..11. ，11 ' ，.. ....'1.. ， '1 1 "...岨1.11 11 ・ 11'....川 11'11".. ，.川川1' 11 ー.."・・"・・・・ ".11111'1111・a川1・11111""-'1 11 11.11，-"'"・・・川'，.-， '1111'.11....'.'"'........ ・ 111ft・ ， 1 ・ 11-~IIIUI・ III~四 '11111.11'.

5月末までの総収量は，対照区よりも試験区で

多くなり，追肥回数を多くするほど増加した(図

5)。最も多収となった6回区では対照区に対し

て3割以上増収となった。いずれの区も 3月末ま

での収量は同程度で推移したが， 4月以降の収量

が大きく異なった。

1回区では，追肥後にガス障害と見られる葉枯

れ症状が発生した(写真 2)。

( 2 )経営評価

これまでの試験結果から 「山口ST9号(きら

らペリー)J の化学肥料低減技術として最も有望

と考えられた施肥法は 基肥にいちご配合に加え

てスーパーNKエコロング180タイプを施用し，
有機固形肥料を 6回に分けて施肥する方法であ

る。本施肥法を実施するには施肥資材および施肥

労力が必要となるが これらを評価に

加えても，慣行栽培に対して10a当た

りの経営者所得は約70万円増加した

(表3)。

3. まとめ

( 1 )イチゴ「山口ST9号(きららペ

リー)J の化学肥料低減栽培のための

施肥法は，基肥にスーパーNKエコロ
ング180タイプ (6gj株)と山口いち

ご配合 (10g j株)を施用し，有機固

形肥料(くみあい宇部ユーキ100) を

11月以降6回 (3.5gj株/月)施用する

のが良い。

(2 )本施肥法により，慣行栽培に対して，約3

割増収になるとともに，廃液として排出される硝
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図5. 各区の月別収量 (2009年)

写真2. ガス障害とみられる葉枯れ症状

表3. 化学肥料低減栽培と慣行栽培の経営試算 1) (山口型高設栽培システム「らくラック」での栽培)

化低減学肥栽料培
単位:千円

区分 慣行栽培 算出基礎

粗収益 主産物 (A) 4，443 3，600 kg単価900円，図5の単収を用いて算出

肥料費 57 54 表2の施肥法から算出

生産費 労働費①2) 1，266 1，176 有機固形肥料の追肥労働費は132時間X680円/10a

経営費 共通費用 1，651 1，651 種苗費，動力 ・光熱費，施設維持管理費，農薬費等

販売費 875 709 手数料，運賃，包装資材費

合計 (B) 3，849 3，590 

利潤② (A-B) 594 10 

経営者所得(①+②) 1，860 1，186 

1 )前提条件は山口県農業経営指標(平成21年3月発行)に準じた。
2)労働費には自家労賃も含む。
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酸態窒素量が少なくなる。

(3 )本施肥法における化学肥料由来の窒素成分

量は9.0kg/l0aとなり，化学肥料低減目標(山口

県が定める慣行レベルの50%以下:10.9kg/l0a 

以下)を達成できる。

(4)施肥資材費と労働費を考慮した本施肥法の

生産費用は慣行技術と同程度で，増収となること

から経営者所得が高まり，採算性は高い。
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原 HE 

主な溶出タイプシグモイド型ー
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主 な 製 ロロロ

ロング⑮
工コロング⑮

eコート・工ムコート
原素
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ロング・工コロング
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